
 

平成28年度 KK2「デジタル公民館まっさき」１２月活動報告 
 

「デジタル公民館まっさき」12 月活動（10 日-11 日）は、事業計画上今年度最後の現地活動と

なることから、締めくくりとしてかなり盛りだくさんのプログラムを組みました。幸いにも個々の

プログラムとも企画意図に沿って行われ、無事終了しました。 
 

① パソコン・インターネットよろず相談 

② 熊野神社式年大祭記録映像上映会 

③ ミニ門松づくり（どこ竹＠武蔵野三鷹 まっさきグループ主催） 

④ まっさき活動意見交換会 
 

今回「パソコン・インターネットよろず相談」は、お祭りやミニ門松の写真を活用して、年賀状

デザインに取り組もうと事前に広報しました。参加者は筆まめなどのアプリケーションソフトをイ

ンストールしたパソコンや、初日の出の写真データなどを持参し、活動スタッフのアドバイスを受

けながら年賀状をデザインしていました。クリエイティブで楽しいよろず相談になりました。 

「熊野神社式年大祭映像記録上映会」は、上映した DVDとスタッフが撮影した写真のファイル

を上映終了後に寄贈することを、式年大祭実行委員会を構成する 7集落・7祭り組関係者に通知し

たこともあって、各祭り組から実行委員長ら地域リーダーが出席しました。デジタル公民館活動と

して疎遠のままだった地域リーダーの方々に最後の機会でコンタクトすることができました。 

 デジタル公民館活動の中から誕生したどこ竹＠武蔵野三鷹まっさきグループによる「ミニ門松づ

くり」は、今回で 3回目。今や地域にすっかり定着しました。親子、夫婦、孫と祖父母、知り合い

同士など老若男女が集い、運営側と参加者側が一緒に楽しむ、よいイベントになりました。 

 プログラムの最後に行った「まっさき活動意見交換会」は、12月活動終了後、「公民館と地域の

方々の自助共助で何をどう継続していくか」、「よそ者活動スタッフが予算とプログラムを用意する

出前活動に地域の方々が参加するこれまでのスタイルから、地域の方々が自主的にやりたい活動に

取り組み、よそ者チームは地域の要請を受けて応援に来るスタイルへ移行できないか」、とする来

年以降の課題を、土壇場で率直に話し合う場として前回に続いて設定しました。活発に意見が飛び

交いましたが、すぐに結論が出る話ではありませんので、地域の方々でじっくりご検討いただくと

いうことで引き上げさせていただきました。 
 

 参加者アンケートの自由記述には、 

・パソコンなど、地元のグループを作って続けていきたいと思います。門松づくりも続行したいと

思います。霞が関の仲間の方々とは、例えばネットやラインなど今後も何らかの形でかかわってい

きたいです。 

・被災跡地の利活用、碁石観光開発、交流人口の増加等、地域の課題解決と将来展望に向けた復興

活動に取り組んでいきます。また、期待することは、外部の住民目線での指摘事項・提案事項、交

流と情報拡散です。 
 

などの意見も寄せられており、今後の地域主体の活動が期待されます。 
 



 

●学生スタッフ関根ハンナさん作成の 12月活動のビデオはこちらから 

https://www.facebook.com/hannah.sekine/videos/1206246396128028/ 

 

1. 活動スタッフ参加者： １０名 

（内訳）   

（男性 7名、女性3名／大学生 2名、社会人8名） 

アソシエイト層（～34歳）  ２名 

リーダー層(35～49歳)   ２名 

シニア層(50 歳～)        ６名 

 

 

 

2. 活動場所：大船渡市末崎地区公民館 （ふるさとセンター） 

（岩手県大船渡市末崎平林字81) 

 

 

３．活動スケジュール：2016年 12月 10日(土)～11日(日) 

 

 

 

 

 

https://www.facebook.com/hannah.sekine/videos/1206246396128028/
https://www.facebook.com/hannah.sekine/videos/1206246396128028/


 

４．12月 10日（土）活動概要 

（１） PC ネットよろず相談 13:30-16:00 

場所：末崎地区公民館（ふるさとセンター）２階会議室 

（現地参加者 8名、スタッフ参加者 10 名） 

第 1 日目参加者は常連さん中心に 8 名、アンケートではインターネットの閲覧 6 名、メール 6

名、フェイスブック(FB) 5名でした。 

パソコンを立ち上げ、FBを開いてうまく使えていないお困り事をスタッフに相談したり、プロ

フィール写真の差し替えにチャレンジしたり、筆まめを開いて年賀状のデザインワークに取りかか

ったり、碁石地区の景勝地、日の出、祭りの写真をセレクトするなど、楽しみにしていただいてい

た寄り添いパソコン活動を楽しんでいました。年賀状デザイン、年賀状づくりに取り組まれる方が

参加者の多数を占め、中には碁石海岸の素晴らしい初日の出の年賀状の印刷した方もいて、拍手で

盛り上がりました。具体的な相談と対応の内容について詳細はスタッフ・アンケートを参照くださ

い。 

また、アンケートの自由記述では、自分のカルテを参照し、自分の取り組み、スキルアップの足

跡をたどり、今回で終了となるかもしれないこの活動を惜しむ声も寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 熊野神社式年大祭映画界上映会 18:00-19:00 

場所：末崎地区公民館（ふるさとセンター）２階会議室 



 

（現地参加者20名、スタッフ参加者 10 名） 

 冷え込みが厳しい夜の上映会ということで地域の方々が来てくれるかどうか心配していました

が、梅神組、小河原組、門中組、西舘組、碁石組、山根組、三十刈・・・の中森熊野神社の氏子集

落、7 地域の祭典実行委員長や末崎町の愛林公益会役員など 20 名に出席いただき、文化祭会場で

上映した「熊野神社式年大祭映像記録」の DVD（37分）の上映、スタッフが撮影した祭り組ごと

の写真ファイル、一部パネル写真などを展示、みなさんに楽しんでもらいました。また、祭りの記

録映像は、静かに観るものでもなく、ワイワイガヤガヤみんなで楽しむ場にしたいということから、

吉田力男さん（碁石組実行委員長）を弁士に依頼、解説・コメント付きの上映会を行い、上映後、

総括コメントをいただきました。 
 

・震災後、女性陣の手踊りが復活できていないことにふれ、手踊りがないと華やかさに欠けるが、

手踊りがあった時は、女性陣は午前 2 時から自分の化粧と着付けを行い 6 時から子どもたちの化

粧と着付けを行うなどたいへんだった。 

・各集落の人口も減少しており各祭り組とも、虎舞や七福神の踊り手、笛や太鼓の囃子方、山車の

引き手、神社神輿の担ぎ手、式典役員などを揃えるのが大変。4年後の祭りを各集落単独で頑張っ

て乗り切れるかどうかは心配だ。 
 

・・・などなど、自分たちが暮らす地域のアイデンティティである祭りをどう持続していくか、

地域コミュニティのこれからについて、考え学ばせていただいた上映会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５．12月 11日(日)  活動概要 

 

(１) 竹とんぼグループ 活動 9:00-12:00 

場所：末崎地区公民館（ふるさとセンター）２階会議室 

（現地参加者43名、スタッフ参加者 10 名） 

ミニ門松づくりは、前日に竹、松、縄、まつぼっくり、飾り物などの準備作業を行いました。ま

た、新規希望者 2名に平成竹とんぼ教室の講師育成指導を行うなど、マイペースですが竹とんぼグ

ループ活動は一歩一歩定着してきました。 

本番の 11日、文化祭で写真を見て、自分も参加したいと言っていた親子 2組を含め、参加者は

43 名に昇りました。用意した材料 50 セットはほぼ完売。運営側はまっさきグループ 7 人の侍に、

お世話、救護、褒め係などを分担した居場所おたすけたい 4名も加わって、イベントを盛り上げま

した。活動スタッフ 10名も竹切り、縄結びなどの作業のサポートと、完成品を手にした記念撮影

などを担当、みんな楽しませていただきました。末崎町の竹と松を用いたオリジナルなミニ門松づ

くりの素晴らしさに参加者のみなさん満足度 100％、笑顔いっぱいでした。 

アンケートではミニ門松づくりを絶賛、継続を希望する声が多く、まっさきグループの村上正吉

代表（船河原在住）も意欲を新たにしていました。 
 

◆準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) PC ネットよろず相談 13:00-14:30 

場所：末崎地区公民館（ふるさとセンター）２階会議室 

（現地参加者 9名、スタッフ参加者 10 名） 

第 1日目同様、年賀状デザインやフェイスブック、写真を添付して送付するなど、短時間でした

が、それぞれ課題にチャレンジしていただきました。 

 

(３) まっさき活動 意見交換会 14:45-15:45 

場所：末崎地区公民館（ふるさとセンター）２階会議室 

（現地参加者15名、スタッフ参加者 10 名） 

5 月活動時より、デジタル公民館活動のベースである「パソコン・インターネットよろず相談」

活動の今後について、地域の方々で自主グループをつくり、トラブル対応に強い人の参画も得て、

次年度以降につなげたいと、公民館や参加者に働きかけてきました。しかし、料理や生け花、舞踊、

縫製などの趣味の活動と異なり、パソコン活動は簡単に核になる人たちが育ちにくい、ということ

と、地元在住在勤でパソコンやネットに強い人はいても土日に時間の融通が利かないため、一緒に

活動するに至らず、よそ者活動スタッフ主体の活動から脱皮の道筋がつけられないまま、12 月の

活動を迎えてしまいました。意見交換会の場で参加者からいろいろ意見が出され、公民館でも住民

の要望に耳を傾けていました。 

5年半の活動に一応ピリオドを打ち、これ以降は公民館・地域の方々の要請に基づいて活動を検

討、具体的な要請があれば霞が関ナレッジスクエアの事業計画として検討するということで、この

場をお開きにさせていただきました。5年半にわたり都会育ち・都会暮らしでふるさとや田舎を知

らないよそ者に被災地体験、地方体験を受け入れ、交流させていただいたことで、多くのことを学

び、感じさせていただきました。スタッフの中には個人として引き続きイベントのお手伝いなどで

訪問するメンバーもいると思います。また、メールやフェイスブック、テレビ会議での交流、相談・

アドバイスは引き続き可能だと思いますので 2018 年以降もよろしくお願いします。 

  



 

＊10月と 12月の意見交換会にご出席いただいた田中康裕さんの投稿 

（https://www.facebook.com/t.yasuhiro/posts/1553878864639076?pnref=story）  
 

2016 年 12月 11日（日）、末崎地区公民館「ふるさとセンター」にて、「デジタル公民館まっさ

き」のこれからを話し合う集まりが開かれました。 

東日本大震災から 5 年半、霞が関ナレッジスクエア（KK2）の支援・協力により行われてきた

「デジタル公民館まっさき」の活動も今年度で一区切りとなるとのこと。なぜ、霞が関ナレッジス

クエアが末崎町での活動を続けてきたかについて、次のような話を伺いました。 

現在は IT抜きに生きることのできない時代であり、国も「IT立国」を掲げて光ファイバー網な

どハードのインフラ整備を進めている。しかし、東日本大震災直後の「ふるさとセンター」には電

話回線 1 本と Fax しかなかった。大船渡市の復興計画はすべてウェブサイト上に掲載されている

のに、末崎町内の拠点となる公共施設でインターネットが使えないという状況では、どうやって復

興の情報を手に入れるのだろうと思ったとのことです。加えて、光ファイバー網などのインフラが

整備されたとしても、それを日々の生活で上手く活用しているか否かは地域間格差がある。都会に

いれば、パソコン、インターネットでわからないことがあれば、周りにいる若い部下に聞けるとい

う環境にあるが、末崎にはそのような人がなかなか見つからないこと。 

こうした経緯でスタートした「デジタル公民館まっさき」は今年度で一区切りとなりますが、霞

が関ナレッジスクエアの方からは、末崎町から要請があれば今後も協力していくことも可能だとい

う話がありました。 

この日の集まりでは、①「パソコンよろず相談」として行われてきたパソコン、インターネット

についての困りごとを解決したり、技術を習得したりする活動、②竹トンボ作り、ミニ門松作りや、

熊野神社式年大祭の取材、碁石民俗誌など、末崎町民と東京から来たメンバーが一緒に楽しんだり、

末崎町の価値を共有してきた活動の 2つについて、次のような話が行われました。 
 

① の活動について： 

これからも「パソコンよろず相談」を継続してもらいたいのが本音だが、従来通りの活動が継続

できないとすれば、パソコン、インターネットを身につけた町民で緩やかなグループを作って、活

動を継続するのはどうか。「パソコンよろず相談」のようなマンツーマンでの指導は難しいかもし

れないが、メンバー同士が互いに教え合い、学び会うことはできる。そうやって町内で少しずつ輪

を広げていきたい。 

本当に解決できないことがあれば、テレビ会議のシステムや Facebookなどを通して東京の方に

も相談できる。また、町民によるグループは、協力を要請するための受け皿としての役割も果たす

ことができるという話がなされました。パソコンやインターネットはあくまでも道具だという意見

に関しては、町民がこの道具を使って何をしたいかを考える必要があるという意見も。 

なお、霞が関ナレッジスクエアの方々が東京に向けて出発された後、残っていた何人かで話が行

われ、年明けに意見交換のための自主的な集まりを開こうという話がなされていました。 
 

② の活動について： 

「どこ竹 inまっさき」のメンバーから、「ふるさとセンター」で行っているミニ門松づくり（今

https://www.facebook.com/t.yasuhiro/posts/1553878864639076?pnref=story


 

年はこの日の朝に開催され、好評だったとのことです）、「居場所ハウス」で行っている夏休み物づ

くり教室は定着しつつある。いずれも子どもから高齢の方までの参加があり、多世代が参加する場

として必要とされていると思うので、来年度以降も継続したいという話がありました。 
 

こうした話を伺い、「デジタル公民館まっさき」の活動（を通して生み出されたもの）を町民で

継続していこうという雰囲気ができていることを感じました。東日本大震災の後、（地域外から提

案されたものも含めて）新たに立ち上げられた活動を、地域の人々がどうやって受け継いでいける

か？その活動を通して築かれた地域を越えた関係をどうやって継続していけるか？「デジタル公民

館まっさき」に限らず、他の活動にも当てはまることだと思います。これは、地域が復興していく

上で乗り越えるべきテーマだと言ってよいのかもしれません。 
 

●田中康裕氏プロフィール 

東京大学大学院経済学研究科・経済学部 特任研究員、NPO法人 Ibasho Japan 副理事長、ハネウ

ェル居場所ハウス メンバー 

 

 

 


